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2025年度 関西学院大学 海外客員教員(招聘Ｃ)成果報告書 

書式１ (適宜行追加可) 

受入担当 

教員 

所属・職 大学院言語コミュニケーション文化研究科・教授 

氏名 于康 

海外客員 

教員 

所属・職 吉林大学・准教授 

氏名 宋欣 

招聘目的 1．授業担当及び研究 2．共同研究 ３．特別枠 （いずれかに○） 

招聘期間 ２０２５年９月２０日 ～ ２０２６年３月１日 

成果報告 

 以下の内容を日本語で記

載して下さい。 

1.授業担当及び研究

(1)授業科目名

(2)授業担当の成果

(3)研究の内容

(4)研究の成果

2.共同研究

(1)共同研究の内容

(2)共同研究の成果

3.特別枠

(1)活動内容

(2)成果

宋欣先生は、招聘Cとして大学院言語コミュニケーション文化研究科において

「現代日本語における構文の認知的研究」を中心に研究を進めてこられた。

主な研究成果は以下のとおりである。 

1. 研究資料の収集

2. 論文の執筆

《日本流行语“蛙化现象”的语义演变与跨文化传播》、《基于语料库

的汉日倚变构式的语义特征与认知机制对比分析—以日语「XばXほどY」

与汉语“越X越Y”为例》の2本を執筆し、現在投稿中。

3. 学会発表

2025年10月24日〜26日に中山大学で開催される「2025年日语语料库应

用与研究研讨会」において、《日语「XばXほどY」与汉语“越X越Y”构

式的多维定量分析与认知对比》を口頭発表。

受入担当教員が成果報告欄を記入される場合は本書式をお使いください。 
＊本報告書は本学ウェブサイト等で公開されます 




